永平寺町山林内道路整備事業補助金交付要領
第１　趣旨及び目的
山林整備の促進の為、山林内における道路の長寿命化や新規作業道の開設等を目的とし、それに要する経費を補助するものである。この補助金は、永平寺町補助金等交付規則(平成18年規則第38号以下「交付規則」という。)ならびに永平寺町農林課所管補助金等交付要綱(令和２年４月１日告示第62号以下「交付要綱」という。)によるほか、本要領に基づき、当該事業に取り組む自治会や地域団体等への支援を実施する。
第２　事業主体
事業主体は、町内に属する次に掲げるものとする。
(１)自治会
(２)地域団体
(３)その他町長が認める団体
ただし、１年につき１路線で１申請とし、同団体での申請は、申請数に関わらず、補助額の累計50万円を限度額とする。
第３　補助の対象
　　事業実施に対する補助は、次に掲げる基準で行われるものをいう。
(１)対象路線
対象路線は、次のアからウまでのいずれかの路線とする。
(ア)既設作業道
(イ)既設林道
(ウ)山林整備を目的とした作業道
(２)事業内容
事業内容は、次に掲げる事項とする。
	区　　分
	内　　容

	　既設作業道または林道の敷砂利
	既設道への敷砂利（割栗石t=300以内）

	　既設林道の舗装
	AS舗装(t=40以内),Con舗装(t=100以内)

	　新規作業道の開設
	既設林道もしくは作業道の支線の開設

	　排水施設等の設置
	既設林道もしくは作業道への排水施設の設置

	　その他
	既設林道もしくは作業道への長寿命化を目的とした整備


第４　補助金の交付申請等
事業主体の町長に対する補助金交付申請は、永平寺町補助金等交付規則に定めるところによる。なお、補助金交付申請書(様式第１号)に添付する書類は次のとおりとする。
(１)収支予算書(様式第１号附表)
(２)施工場所の地図(作業道開設の場合は、路線を赤線で記入)
(３)施工内容の分かるもの（施工延長、施工面積、実施内容等）
(４)現況写真

(５)見積書の写し(２社以上徴取)
(６)伐採届に係る適合通知書の写し(作業道開設に伐採を伴う場合)
(７)その他町長が必要と認める書類
第５　補助金交付額
　　補助金交付額は、1申請につき500千円を限度額とする。また、申請内容に応じて、農林課で積算した額と申請額とを比較し、安価な方を補助金交付額とする。

第６　補助金の交付変更承認申請等
　　事業主体は、補助事業の内容または経費の変更をする場合においては、補助金交付変更承認申請書(様式第２号)に次に掲げる書類を添付のうえ町長に提出し、その承認を受けなければならない。ただし、事業費の２割を超えない軽微な変更は、この限りではない。
　　(１)変更収支予算書(様式第２号附表)
　　(２)変更内容の分かる書類

第７　実績報告

　事業主体は、当該事業が完了したときは速やかに、補助金実績報告書(様式第３号)に、次に掲げる書類等を添付して町長に提出しなければならない。
(１)収支決算書(様式第３号附表)
(２)施工場所の地図(字地番等の分かるもの)
(３)作業前、作業中、作業後の写真（状況に応じて各2～3枚）
(４)森林整備面積の分かる資料(展開図等)
(５)作業日報
(６)外部へ委託した場合は、支払いしたことが分かる領収等の写し
(７)その他町長が必要と認める書類

第８　事業の検査について
町長は、実績報告書を受理したときは、すみやかに補助対象の適否および事業遂行
　の状況について検査を行うものとする。

(１)検査は、事業箇所ごとに現地検査と書類検査を行う。
なお、現地検査は書類等で完了状況が把握できない箇所について行う。

(２)検査結果が不適合または不良なものは、不合格または一部不合格である旨を申請者に通知するものとする。

(３) (２)について、事業主体が定めた期日までに手直しを行ったものについては、再検査を行うものとする。
第８　補助金の返還等
事業実施主体は、本事業により整備した林地等が当該林地等の転用制限基準に該当することとなる場合は、あらかじめ町長の承認を受けなければならない。

また、町長の承認を受けて当該林地等を転用または用途変更した場合は、当該転用に係る林地等につき助成を受けた補助金相当額の全部または一部を町長に返還しなければならない。

ただし、公用・公共用および天災地変その他止むを得ない事由のため前記に寄りがたい場合は、町長に協議することが出来る。

第９　その他
　　この要領に定めるもののほか、事業実施に関し必要な事項は町長が別に定める。
附則　この要領は、令和４年４月１日から適用する。
